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謹
賀
新
年 

 
 

神
郷
校
区
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
健
や
か
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

新
し
い
政
治
に
対
す
る
期
待
と
う
ね
り
が
揺
れ
る
中
で
年
が
明
け
、

い
つ
の
時
代
も
政
治
に
は
大
き
な
困
難
が
つ
き
ま
と
う
も
の
で
す
が
、

一
日
も
早
く
一
人
一
人
の
生
活
が
安
定
し
、
安
心
し
て
将
来
に
夢
や
希

望
が
描
け
る
よ
う
な
時
代
の
到
来
を
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

お
陰
様
で
、
昨
年
も
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
順

調
な
公
民
館
運
営
が
出
来
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
も
明
る
い
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
職

員
一
同
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
ご
家
族
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
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十
八
年 

元
旦 

神
郷
公
民
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柴
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誠
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佐
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ビ
ル
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び

一
気
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永
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千
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一
人
居
の
家
を
見
捨
て
て
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眠
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三
好
寿
恵
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寒
風
に
ま
ま
ご
と
茶
碗
残
さ
れ
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故
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あ
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初
時
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は
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し
ぐ
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た
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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 神郷校区の人口 
人 口 10,08７人 
（男）   4,841人 
（女）   5,246人 
世帯数   4,464世帯 

平成27年9月末現在 

 

 

神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

 

大
掃
除
の
お
礼 

 
 

 
 

１２
月
１３
日
に
神
郷
公
民
館
・
小
学
校
体
育
館
の
大
掃

除
を
行
い
ま
し
た
。
年
末
の
お
忙
し
い
中
、
大
勢
で
す

み
ず
み
ま
で
掃
除
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
新
し
い
年
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

迎  

春 

 

校
区
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
校
区
の
各
種
行
事
並
び
に

諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
一
層
の
お
力
添
え
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年 

元
旦 

神
郷
校
区
連
合
自
治
会 

 

会 

長 

藤
原 

説
夫 

 

 

 

神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り 

  

忠
魂
碑
案
内
用
看
板
完
成 

今
か
ら
約
50
年
前
ま
で
は
校
区
の
桜
の
名
所
で
あ

り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
所
で
あ
っ
た
戦
没
者
を

祀
っ
て
い
る
「
忠
魂
碑
」
が
あ
る
広
場
を
三
世
代
交

流
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
24
年

度
か
ら
神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
忠
魂
碑
広
場
再

生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

各
自
治
会
の
ご
協
力
に
よ
り
忠
魂
碑
ま
で
の
山
道

は
雑
木
を
整
理
し
、
手
す
り
や
階
段
を
作
り
、
神
郷

小
学
生
が
育
て
て
く
れ
た
紫
陽
花
を
植
樹
し
ま
し

た
。
広
場
に
は
平
成
25
年
か
ら
毎
年
神
郷
幼
稚
園
児

卒
園
記
念
と
し
て
桜
の
苗
木
を
植
え
て
い
ま
す
。 

 

整
備
作
業
も
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
校
区
の
皆
様

方
に
利
用
し
て
い
だ
だ
く
た
め
に
忠
魂
碑
広
場
入
り

口
に
「
神
郷
忠
魂
碑
由
緒
」
を
記
し
た
看
板
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。
裏
面
に
は
「
忠
魂
碑
山
散
歩
マ
ッ

プ
」
も
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
看
板
は
全
て
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
忠
魂
碑
看
板
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々 

 
 

看
板 

ム
ラ
カ
ミ
工
芸
社
様
（
松
神
子
） 

 
 

大
工 
池
田 

進
様
（
田
の
上
） 

 
 

鉄
工 
藤
野 

竹
夫
様
（
楠
崎
） 

 
 

板
金 

田
中 
和
重
様
（
楠
崎
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 裏面 

忠魂碑山散歩マップ 
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   １月（睦月）の行事予定   
４日(月)         御用始め 

     １９:００～  健全育成部会    神郷公民館 

５日(火)  ９:００～  健全育成部パン作り  〃 

７日(木)  ９:００～  乳幼児講座（七草粥） 〃    

１９:００～   老人会長会        〃    

 ８日(金)        小・中学校始業式    

１３:３０～   見守り推進委員会   神郷公民館 

１８:００～  運審会              〃 

９日(土) １９:３０～  子供育成会            〃 

１０日(日)         新居浜市成人式    文化センター 

      ８：００～  てみやげ事業    神郷公民館 

１２日(火) １９:００～  環境美化部会      〃 

１４日(木)        幼稚園卒園記念パン教室 〃 

１７日(日) １３:００～  新居浜市 凧上げ大会 マリンパーク 

      雨天時 ２４日（日）         

１８日(月)  ９:３０～   婦人講座・いきいきセミナー公民館 

      １９:００～  民協定例会     神郷公民館 

１９日(火)  ９:００～  ごみ減量課ゴミたい肥化講習会 

２２日(金)   ９:００～   ちょこっとママ料理 公民館 

２４日(日)  ９:００～  ドッチビー大会   神郷小学校 

２９日(金) １３:３０～  読み聞かせの会定例会 〃 

  

藩から県へ、藩主から県令へそして知事に 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神郷は、江戸時代西条藩の領地で、伊予八藩体制が確立

した寛文１０年（１６７０）に、初代藩主松平頼純が紀州

和歌山から入部して、明治２年（１８６９）に１０代藩主

松平頼英が版籍奉還するまで、１０代２００年に及び西条

藩の支配が続いた。 

 江戸幕府は、徳川家康が慶長８年（１６０３）に征夷大

将軍に任官して幕府を開いてから、慶応３年（１８６７）

にいわゆる王政復古の大号令があって、第１５代将軍徳川

慶喜が大政奉還するまで２６５年続いた武家政権であっ

た。 

 江戸幕府が倒れたのは、長らく続いた鎖国によってあま

りにも世界の流れに立ち遅れたことが一つの要因で、１９

世紀半ば過ぎになって幕藩体制は動揺を深め、欧米列強の

開国を迫る圧力などの対外問題を契機に、国内政治情勢が

激動・崩壊して近代的統一国家の成立を見るに至った。 

 世は明治となり、明治２年（１８６９）にすべての藩の

所領と人民を天皇に返上するという版籍奉還がなされる中

で、西条藩主頼英も版籍を奉還し知藩事に任命される。頼

英は、江戸常在の定府大名であったがため領民との接触は

少なかったが、ここ２年間ほどは西条の陣屋敷に住んで身

近く共に過ごし、一女の誕生をみるなどした。明治４年

（１８７１）廃藩置県が断行され西条県となる中で、頼英

は知藩事の職を解かれ東京に帰ることになる。親愛の情に

満ちる領民は離別を惜しんだが、ここ１０代２００年にわ

たる西条藩松平氏による封建藩政も終わり、松平氏も領民

に別れを告げ東京に帰った。 

 西条藩は、明治４年（１８７１）に松山県に併合され、

翌年明治５年（１８７２）に石鐵県と改称される。明治６

年（１８７３）になって、漸く現在の愛媛県となる。 

 初代愛媛県参事に、江木康直が任命され愛媛県庁が開庁

される。しかし翌年に権令（県令）として岩村高俊が赴任

し、地租改正などの政策を実施し初期愛媛県政の基礎を固

めた。 

 明治１９年（１８８６）に関新平が初代愛媛県知事とな

るが、その後も旧憲法による官選知事が続き、昭和２２年

（１９７４）新憲法の施行に伴い、初めて県知事選挙が行

われ公選の知事となる。現在の中村時広知事は「第５６代

（公選１８代）」の愛媛県知事である。 

 

社会福祉功労賞表彰 
12月5日に開催されました新居浜市社会福祉大会におき

まして神郷校区の3名の方が社会福祉功労者として新居浜

市長より表彰されました。おめでとうございました。 

 伊藤 久紀さん（下郷） 

 荒井 道広さん（松神子） 

 近藤 正武さん（田の上） 

  

餅つき＆しめ縄作り報告 
 

良い年を迎えられますようにと願いをこめて今年も餅つ

き、しめ縄作りを実施しました。 

12月９日は神郷幼稚園で餅つきが行われました。神郷

公民館の乳幼児講座の一環で老人クラブさんのご協力によ

り神郷幼稚園の全園児さんが、可愛いかけ声をかけながら

ペッタンペッタンお餅をついて、その後きなこやあんこを

まぶしたアツアツのお餅を頂きました。 

12月1８日には神郷小学校 

でしめ縄作りが行われました。 

こちらも老人クラブさんが 

先生になって小学5年生全員 

にしめ縄作りを教えて下さい 

ました。 

 

神郷校区まちづくり委員会より 
健全育成部より 

「親子手打ちうどん体験」のご案内 
地域の先生が教えてくれます！ 

親子で本格的な手打ちうどん作りに挑戦しませんか 

・日時 2月14日（日） 9時～13時 

・場所 神郷公民館 

・対象 神郷校区在住の幼稚園から中学生までの親子 

・参加費 一組 200円 

・持参 エプロン・三角巾 

・申込み 神郷公民館（℡ ４６－１１８１）まで 

     1月31日締め切り 

 

 ＜＜公民館からお知らせ＞＞  
 

１月７日（木）11:00～12:00 神郷公民館に
おいて、乳幼児期家庭教育講座で婦人会・幼稚
園保護者の皆さんが作って下さった「七草か
ゆ」をいただきます。 
皆さんもご一緒にいかがですか？ 
ご近所お誘い合わせのうえお越し下さい。   

参 加 費  無料 

 
 

 

 

慶長 ８年（１６０３）徳川家康が江戸に幕府を開く 

慶応 ３年（１８６７）１５代将軍徳川慶喜が大政奉還する 

明治 元年（１８６８）元号が「明治」となる。 

明治 ２年（１８６９）版籍奉還 

     ２８０藩の全てが所領と人民を天皇に奉還 

明治 ４年（１８７１）廃藩置県 

     全ての藩を廃止し県に統一する 

 

           

 


